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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・庭田　久美子様～A11号室へ医療保護入院。

【転出】
・飯田　清勝様～東病棟Bユニット2号室から南病棟Aユニット204号室

【転入】
・東野　愛様～西病棟B28号室から東病棟1号室

＜患者様連絡事項＞
・長岡　明美様～12/25～　ライゾデグ決め打ち朝20E、夕5Eへ変更。

・角谷　寿美様～本日からリスペリドン中止。

[bookmark: _GoBack]・庭田　久美子様～入院後も落ち着かず操作的言動繰り返しジプレキサ筋注の実施と終日隔離の開始に加え、前回入院時にスマホを用いてFaを操作し自身の要求を通すことがあり、通信手段を用いての家族との連絡は治療上の悪影響がある為、小栁Dr指示にて通信制限の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中に他室侵入や他者への迷惑行為頻回にあり、早めに開放観察終了。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。粗暴行為なくスタッフ対応も不穏興奮無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。自己中心的な発言あり、私物に関する不満も聞かれている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜柞木田Dr診察＞
・田村　智美様～本日より、インヴェガ(9)→(12)に増量。ロナセンテープ中止し、シクレスト(5)開始。

・風張　久美子様～次回ゼプリオン筋注(150)予定であったが、精神状態安定している為(100)予定。

・和田　昌様～気分高揚さ危険行為あり、コントミン増量指示。

＜入院患者情報＞
氏　　名：庭田　久美子様
　生年月日：昭和51年3月3日(48歳)
　病　　名：身体表現性障害
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：医療保護
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
南部町にて出生。飲食店で35歳まで勤務。H28年以降は無職。現在、両親と兄と4人暮らし。H28衝突事故に遭い、フラッシュバックや過覚醒、不眠などの症状出現。同年4月より八戸赤十字病院　精神科での治療を開始。H30年に再度追突事故に遭い症状の再燃経て治療を継続。R5年10月にも交通事故に遭い、頚椎捻挫し不安増強も認め同年11月より治療再開。R6年10月、正中弓状靭帯圧迫症候群診断にて節理術施行。その後も胃痛の改善なく消化器内科の受診が続き、10月23日同科入院。入院後も医療・看護要求が強く精神科の介入も行われているが、要求がエスカレートし28日自宅退院。退院後も服薬コンプライアンス不良で家族も限界が生じ、R6年12月17日診察の結果、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。入院後には本人の家族に対する操作的訴えがあり、R6年12月20日主援助者である兄様より、治療環境に対する不信感の訴えと退院希望強くあり。入院治療に対する必要性説明するも納得得られず深澤Dr診察にて同日当院退院となる。自宅では数日は穏やかに過ごしていたが、12月22日より落ち着かなくなり、家族に付き纏って様々な要求を行っていた。再入院を促すが頑なに拒否をし、23日も同様の状態であったため再入院の相談が当院にあり。24日当院受診の結果東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
